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春
立
つ
空
の
旅
衣
。
〳
〵
。
日
も
長
閑
な
る
山
路
か
な
。

是
は
和
州
三
吉
野
の
奥
に
山
居
の
僧
に
て
候
。
我
名
所
に

は
住
み
候
へ
ど
も
。
未
だ
花
の
都
を
見
ず
候
ふ
程
に
。
此

春
思
ひ
立
ち
都
に
上
り
。
洛
陽
の
名
所
旧
跡
を
も
一
見
せ

ば
や
と
思
ひ
候
。

三
吉
野
の
。
高
嶺
の
深
雪
ま
だ
さ
え
て
。
〳
〵
。
花
遅
げ

な
る
春
風
の
。
吹
き
く
る
象
の
山
越
え
て
。
霞
む
其
方
や

三
笠
山
。
茂
き
梢
も
楢
の
葉
の
。
広
き
御
影
の
道
直
に
。

「「「「

ワ
キ
次
第詞

道
行

ワ
キ
詞

花
の
都
に
着
き
に
け
り
。
〳
〵
。

急
ぎ
候
ふ
間
。
程
な
う
都
に
着
き
て
候
。
此
所
を
人
に
尋

ね
て
候
へ
ば
。
一
条
大
宮
と
や
ら
ん
申
し
候
。
心
静
か
に

一
見
せ
ば
や
と
思
ひ
候
。
又
是
な
る
所
を
見
れ
ば
。
よ
し

あ
り
げ
な
る
古
宮
の
。
軒
の
檜
皮
も
苔
む
し
て
。
昔
忍
ぶ

の
忘
草
。
誠
に
よ
し
あ
る
所
な
り
。
又
車
寄
の
辺
な
る
。

柴
垣
の
隙
よ
り
見
れ
ば
。
御
階
の
下
に
色
異
な
る
梅
花
の
。

今
を
盛
と
見
え
て
候
。
立
ち
寄
り
詠
め
ば
や
と
思
ひ
候
。
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な
ふ
〳
〵
御
僧
は
何
く
と
思
し
召
し
て
。
此
梅
を
詠
め
給

ひ
候
ふ
ぞ
。

不
思
議
や
な
人
あ
り
と
も
見
え
ぬ
屋
妻
よ
り
。
女
性
一
人

来
り
給
ひ
。
我
に
言
葉
を
掛
け
給
ふ
ぞ
や
。
さ
て
こ
ゝ
を

ば
何
く
と
申
し
候
ふ
ぞ
。

さ
て
は
始
め
た
る
御
事
に
て
ま
し
ま
す
か
や
。
先
々
御
身

は
何
く
よ
り
来
り
給
へ
る
人
な
る
ぞ
。

是
は
和
州
三
吉
野
の
奥
に
山
居
の
者
に
て
候
ふ
が
。
始
め

「「「「「「

シ
テ
詞

ワ
キ
詞

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

て
都
に
上
り
て
候
。

さ
れ
ば
こ
そ
見
馴
れ
申
さ
ぬ
御
事
な
り
。
こ
ゝ
は
又
昔
よ

り
故
あ
る
古
宮
に
て
。
大
内
も
程
近
く
。
所
か
ら
な
る

此
梅
を
。
雲
の
上
人
春
毎
に
。
詩
歌
管
絃
の
御
遊
を
催
し
。

詠
め
絶
え
せ
ぬ
花
の
色
。
心
留
め
て
御
覧
ぜ
よ
。

あ
ら
面
白
や
所
か
ら
。
よ
し
あ
る
花
の
名
所
を
。
今
見
る

事
の
う
れ
し
さ
よ
。
さ
て
さ
て
御
身
は
如
何
な
る
人
ぞ
。

御
名
を
名
乗
り
給
ふ
べ
し
。
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名
所
の
人
に
て
ま
し
ま
せ
ば
。
其
方
の
名
こ
そ
聞
か
ま
ほ

し
け
れ
。

名
所
に
は
住
め
ど
も
心
な
き
。
身
は
山
賤
の
年
を
経
て
。

住
む
家
桜
色
か
へ
て
。
是
は
都
の
花
盛
。

心
を
留
め
て
。

色
深
き
。

梅
が
香
に
。
昔
を
問
へ
ば
春
の
月
。
〳
〵
。
答
へ
ぬ
影
も

我
袖
に
。
移
る
匂
ひ
も
年
を
経
る
。
古
宮
の
軒
端
苔
む

「「「「「「「「
シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ地

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

し
て
。
昔
恋
し
き
我
名
を
ば
。
何
と
明
石
の
浦
に
住
む
。

海
士
の
子
な
れ
ば
宿
を
だ
に
。
定
め
な
き
身
は
恥
か
し
や
。

〳
〵
。

猶
々
此
宮
の
謂
。
又
御
身
の
名
を
も
委
し
く
御
物
語
り
候

へ
。

さ
の
み
包
む
も
中
々
に
。
人
が
ま
し
く
や
思
し
召
さ
れ
ん

さ
り
な
が
ら
。
誠
は
我
は
人
間
に
あ
ら
ず
。
我
草
木
の
花

に
心
を
染
め
。
梢
に
遊
ぶ
身
に
し
あ
れ
ど
も
。
深
き
望
み
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の
あ
る
身
な
り
。
な
ど
や
ら
ん
昔
よ
り
。
梅
の
盛
に
逢
ひ

も
せ
で
。
来
る
春
毎
に
悲
し
み
の
。
涙
の
色
も
紅
の
。
梅

花
に
縁
な
き
此
身
な
り
。

実
に
や
色
に
染
み
。
花
に
馴
れ
行
く
あ
だ
し
身
は
。
は
か

な
き
物
を
花
に
飛
ぶ
。
胡
蝶
の
夢
の
戯
れ
な
り
。

さ
れ
ば
春
夏
秋
を
経
て
。

草
木
の
花
に
戯
る
ゝ
。
胡
蝶
と
生
れ
て
花
に
の
み
。
契
を

結
ぶ
身
に
し
あ
れ
ど
も
。
梅
花
に
縁
な
き
身
を
歎
き
。
姿

「「「「「「

地
ク
リ

シ
テ
サ
シ地

シ
テ地

ク
セ

を
か
へ
て
御
僧
に
。
詞
を
か
は
し
奉
り
。

妙
な
る
法
の
蓮
葉
の
。

花
の
台
を
頼
む
な
り
。

伝
へ
聞
く
唐
の
。
荘
子
が
あ
だ
に
見
し
夢
の
。
胡
蝶
の
姿

現
な
き
。
浮
世
の
中
ぞ
哀
れ
な
る
。
定
め
な
き
世
と
云
ひ

な
が
ら
。
官
位
も
陰
高
き
。
光
る
源
氏
の
い
に
し
へ
も
。

胡
蝶
の
舞
人
色
々
の
。
御
舟
に
飾
る
金
銀
の
。
瓶
に
さ
す

山
吹
の
。
襲
の
衣
を
懸
け
給
ふ
。
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花
園
の
。
胡
蝶
を
さ
へ
や
下
草
に
。

秋
待
つ
虫
は
。
疎
く
見
る
ら
ん
と
詠
め
こ
し
。
昔
語
り
を

夕
暮
の
。
月
も
さ
し
入
る
宮
の
内
。
人
目
稀
な
る
木
の
本

に
。
宿
ら
せ
給
へ
我
姿
。
夢
に
必
ず
見
ゆ
べ
し
と
。
夕
べ

の
空
に
消
え
て
。
夢
の
如
く
な
り
に
け
り
。
夢
の
如
く
に

な
り
に
け
り
。
（
中
入
）

あ
だ
し
世
の
。
夢
待
つ
春
の
転
寐
に
。
〳
〵
。
頼
む
か
ひ

な
き
契
ぞ
と
。
思
ひ
な
が
ら
も
法
の
声
。
立
つ
る
や
花
の

「「「「「「
シ
テ地

ワ
キ
歌

後
ジ
テ

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

下
臥
に
。
衣
片
敷
く
木
陰
か
な
。
〳
〵
。

有
難
や
此
妙
典
の
功
力
に
引
か
れ
。
有
情
非
情
も
隔
て
な

く
。
仏
果
に
至
る
花
の
色
。
深
き
恨
み
を
晴
ら
し
つ
ゝ
。

梅
花
に
戯
れ
匂
ひ
に
交
は
る
。
胡
蝶
の
精
魂
あ
ら
は
れ
た

り
。

有
明
の
月
も
照
り
添
ふ
花
の
上
に
。
さ
も
美
し
き
胡
蝶
の

姿
の
。
現
は
れ
給
ふ
は
有
り
つ
る
人
か
。

人
と
は
い
か
で
夕
暮
に
。
か
は
す
言
葉
の
花
の
色
。
隔
て
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ぬ
梅
に
飛
び
翔
り
て
。
胡
蝶
に
も
。
誘
は
れ
な
ま
し
心
あ

り
て
。

八
重
山
吹
も
隔
て
ぬ
梅
の
。
花
に
飛
び
か
ふ
胡
蝶
の
舞
の
。

袂
も
匂
ふ
気
色
か
な
。
（
舞
）

四
季
折
々
の
花
盛
。
〳
〵
。
梢
に
心
を
か
け
ま
く
も
。
か

し
こ
き
宮
の
所
か
ら
。
し
め
の
内
野
も
程
近
く
。
野
花
黄

鳥
春
風
を
領
じ
。
花
前
に
蝶
舞
ふ
紛
々
た
る
。
雪
を
廻
ら

す
舞
の
袖
。
返
す
〴
〵
も
お
も
し
ろ
や
。

「「「「
地地

シ
テ地

春
夏
秋
の
花
も
尽
き
て
。

春
夏
秋
の
花
も
尽
き
て
。
霜
を
帯
び
た
る
白
菊
の
。
花
折

り
残
す
枝
を
廻
り
。
廻
り
廻
る
や
小
車
の
。
法
に
引
か
れ

て
仏
果
に
至
る
。
胡
蝶
も
歌
舞
の
菩
薩
の
舞
の
。
姿
を
残

す
や
春
の
夜
の
。
明
け
行
く
雲
に
羽
根
打
ち
か
は
し
。
明

け
行
く
雲
に
羽
根
打
ち
か
は
し
て
。
霞
に
ま
ぎ
れ
て
失
せ

に
け
り
。
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